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1964 年 
東京 1964: Art 

in Tokyo and Niigata 
1964年の東京オリンピックは国家の一大プロジェクトとして華々しく開催され、その公式ポスター

をデザインしたのは新潟出身のデザイナー・亀倉雄策（1915-1997）でした。このオリンピックは、デ

ザイナーたちが総力を結集して取り組んだ一大デザインプロジェクトでもあったと言われています。

同年、東京では読売アンデパンダン展が中止され、反芸術の議論が過熱する一方、新潟では全

国に先駆けて現代美術館が長岡市に開館するなど、現代美術をめぐる状況は過渡期でした。 

本展では、「東京オリンピック」と「長岡現代美術館」を中心に、日本美術のひとつの転換期に

あたるこの時代の美術の諸相を、当館と駒形十吉記念美術館の所蔵品を中心に展観します。ま

た、2020年春に取り壊しが決まっている長岡現代美術館（現・長岡商工会議所）の建物および移

設される斎藤義重の壁面レリーフは、当時の面影を残す稀有な遺構です。この貴重な建物を記

録に残し、その写真を併せて展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先： 新潟県立近代美術館 学芸課（濱田、藤田、松矢、伊澤） 

              〒940-2083長岡市千秋３丁目 278-14 TEL.0258-28-4113 FAX.0258-28-4115 

                  https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/      E-mail: kinbi@coral.ocn.ne.jp   

◇基本情報◇ 
 

◆会   期： 2020年 1月 25日（土）～3月 22日（土）  

◆開館時間： 9:00-17:00 （観覧券の販売は閉館 30分前まで） 

◆休 館 日： 月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日休館） 

◆会   場： 新潟県立近代美術館 企画展示室  

◆観 覧 料： 一般 700円（600円）、大・高校生 500円（400円）、中学生以下は無料 

         ※ （ ）は有料 20名様以上の団体料金   

※ 障害者手帳・療育手帳をお持ちの方は無料です（受付にて手帳をご提示ください）。 

 

◆主   催： 新潟県立近代美術館 

◆後   援： 長岡市、長岡市教育委員会、新潟日報社、朝日新聞新潟総局、毎日新聞新潟支局、 

読売新聞新潟支局、日本経済新聞社新潟支局、長岡新聞社、NHK新潟放送局、 

BSN新潟放送、NST新潟総合テレビ、TeNYテレビ新潟、UX新潟テレビ 21、NCT、 

エフエムラジオ新潟、FM PORT 79.0、FMながおか 80.7 

   ◆協  力： 新潟県立美術館友の会 

 

 



 展覧会のみどころ  

１．亀倉雄策の《東京オリンピック 公式ポスター》制作に関わる資料を公開 

  1964 年の東京オリンピックの公式ポスターは第１号から第４号まであり、そのすべてを新潟出身のデザ

イナー・亀倉雄策がデザインしました。そのポスター制作にかかわる当館所蔵の資料をポスターとあわせて

展示します。 

 
 
 

 

 

 

亀倉雄策 《東京オリンピック 公式ポスター第 1～3号》 

（第 2・3号 フォトディレクション：村越襄、写真：早崎治） 

1961-63年 当館所蔵 

 

２．来年春に取り壊される旧長岡現代美術館の建築写真や作品・資料を展示 

  1964 年 6 月に長岡市中心部に完成した長岡文化会館。その１階には、日本初の現代美術館となった

「長岡現代美術館」が開館しました。それから半世紀以上が経つ２０２０年の春に、ついに同建物（現・長岡

商工会議所）が取り壊されます。その建物を記録した写真と資料で、当時の面影を偲びます。 

 

 

 

 

 

第 1 回長岡現代美術館賞大賞 

岡本信治郎《インディアンが 2人・・・・・》 

（10 人のインディアンより）1964年 

一般財団法人駒形十吉記念美術館蔵   

（当館寄託）                        旧長岡現代美術館 入口風景 

                                （撮影：後藤充） 

 

３．多彩な作品で 1964年の日本のアートシーンを振り返る 

  1964年、東京では 1949年より始まった公募展「読売アンデパンダン展」の開催が突然中止となり、若い

作家たちに大きな衝撃を与えました。一方、新潟では新しく誕生した長岡現代美術館で、選抜招待された新

進作家の一人に、公開審査により大賞を授与するという日本では前例のない試みがスタートしました。これ

らの前衛的な美術の動向と並行して制作された様々な作品を当館の所蔵品を中心に概観することで、同時

代の美術動向を振り返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

前田常作《東京オリンピック》1964 年 

新潟市美術館蔵 

 

 

 

 



 

◇章立て◇ 

  

第 1章 東京オリンピックと美術 

第 2章 同時代美術の諸相 

第 3章 新潟の新しい美術館：長岡現代美術館と BSN 美術館 

第 4章 ドキュメント・長岡現代美術館 

 

 関連書籍  

展覧会会期中、本展覧会の図録を販売します。 

 

 

 

 

 

 

判型：B5判、60ページ 

発行：2020年 1月 23日 

価格：1,000円  

 

 

 関連イベント  

 

美術鑑賞講座 

・「1964年―現代美術の背景」 

 2月 1日(土) 14:00-15:30 当館講堂 申込不要／聴講無料 

 講師: 藤田裕彦 (当館 学芸課長) 

・「長岡現代美術館賞と同時代美術」 

 2月 15日(土) 14:00-15:30 当館講堂 申込不要／聴講無料 

 講師: 濱田真由美 (当館 主任学芸員) 

 

担当学芸員によるギャラリートーク 

 1月 26日(日)、2月 9日(日)、23日（日）、3月 8日（日）、22日（日） 

 各回 14:00- 当館企画展示室 申込不要／要観覧券 

 

「ニットで編む 亀倉雄策名作ポスター」 

亀倉雄策が設立の中心的役割を果たした公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会（JAGDA）の設立 

40周年記念大会にあわせて、五泉ニット工業協同組合が制作した亀倉雄策ポスターのニット作品を展示します。 

1月 25日(土) - 3月 1日（日） 当館企画展示室ロビー 要観覧券 

 

その他のイベント  

・映画鑑賞会「シャレード」(1963年 113分) 

 2月 22日(土) 14:00- 当館講堂 申込不要／参加無料 

 

 


